
まえがき

　シシャモは北海道の太平洋沿岸にのみ生息し，えりも
以西太平洋海域では苫小牧市から新ひだか町にかけての
沿岸で多く漁獲される。中でも大きな遡上河川のあるむ
かわ町や日高町沿岸は毎年漁獲の中心となっている１）。
　漁獲は１０～１１月にししゃもこぎ網によって河口付近に
集まった河川遡上前の産卵群を対象に集中的に行われる。
したがって本種の分布については，ししゃもこぎ網の操
業時期である１０～１１月以外は知見が少ない。
　事前に漁業によらない分布調査によって資源の質的･
量的情報を得ることは，資源管理や漁況予測を行う上で
重要である。えりも以東太平洋海域では１９７８年からしし
ゃもこぎ網による分布調査が漁期前に行われ，それに基
づき漁況予測が実施されている２）。
　えりも以西太平洋海域においても効率的な分布調査の
実施を検討するために季節別分布調査および春季分布調
査を行った。本報告ではこれらの結果について報告する。

材料および方法

　季節別分布調査：シシャモの季節別水深別分布を把握
するため，１９９７年５，８，１１月および１９９８年３，５，９，１１月
に苫小牧市勇払沖の水深５，１０，２０，３０，４０mの５地点で，
当業船が使用しているししゃもこぎ網を用いてシシャモ
を採集した。ししゃもこぎ網の袋網の目合は２５mm，曳
き綱の長さは水深５，１０ｍでは片側約４００ｍ，水深２０，３０m
では約５００ｍで，これを２０～３０分かけて巻き上げ，異なる

水深でも同様の採集面積となるようにした。また，採集
時にアレック社製水温塩分計（メモリーSTD）を使用し
て，底層水温を測定した。
　春季分布調査：春季におけるシシャモの分布を把握す
るため，１９９８年５～６月に苫小牧市～新ひだか町の7地
区沖合の水深５，１０，２０，３０mの２４地点で季節別分布調査
と同様の採集方法よりシシャモを採集した。なお，各地
区における調査実施時期は，鵡川沖が５月２７日，苫小牧
・勇払・厚真・新冠沖が５月２８日，静内沖が６月６日，
厚賀沖が６月１７日である（図１）。

結果

　季節別分布調査：苫小牧市勇払沖で行った調査で得ら
れたシシャモの採集尾数および底層水温を表１に示した。
シシャモの分布は周年確認され，１曳き網あたりの採集
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図１ 春季分布調査海域および地区名
（苫小牧市～新ひだか町沖合）



尾数が最も多かった時期は，１９９７年，１９９８年ともに５月
であった。採集尾数の多い水深は，１９９７年，１９９８年の５
月ではそれぞれ２０mおよび５m，１９９７年８月，１９９８年９
月では最も沖側の３０mおよび４０m，１９９７年，１９９８年の１１
月ではそれぞれ１０mおよび５m，１９９８年３月では最も沖
側の４０mであった。８月，９月と３月では水深が深い沖
側で採集尾数が多く，５月と１１月では水深の浅い陸側で
採集尾数が多かった。採集されたシシャモの体長は４０～

１５６mmと広範囲に及び両年とも産卵時期の１１月に近く
なるほど最大体長が大きくなる傾向が見られた（図２）。
　底層水温の範囲は，１９９７年，１９９８年の５月では３．４～
７．３℃および３．８～６．８℃，１９９７年８月，１９９８年９月ではそ
れぞれ５．８～１９．８℃および１３．３～２０．３℃，１９９７年，１９９８年
の１１月では９℃台および８．８～１０．９℃，１９９８年の３月では
０℃台であった。水温範囲は３月で狭く，８月および９
月で広くなっていた。水深と水温の関係をみると，１９９７
年の１１月と１９９８年の３月を除き，水温は水深の増加に伴
い低下する傾向が見られた。
　春季分布調査：調査地点別に採集されたシシャモの個
体数を図３に，苫小牧市勇払沖で採集されたシシャモの
体長組成を図４に示した。苫小牧市から新ひだか町にか
けての各地区沖合でシシャモの分布が確認された。１曳
き網あたりの採集尾数が全調査地点の平均採集尾数２１７
尾を超える地点数を水深別にみると，水深５mでは勇払，
新冠沖の２地点，水深１０mでは勇払沖，厚賀，新冠沖の
３地点，水深２０mでは厚賀沖の１地点であった。また，
水深３０mにおける採集尾数はいずれの調査地点でも２尾
以下であった。水深５，１０mの体長組成には９cm台，水
深２０mでは１２cm台にモードが見られた。
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図２ 季節別分布調査で採取されたシシャモの体長組成

表１ 季節別分布調査におけるシシャモの水深別採集
尾数および底層水温

図３ 春季分布調査におけるシシャモの地点別採集数
（図中の数字は１曳き網あたり採集尾数を示す）

図４ 春季分布調査で採取されたシシャモの体長組成
（苫小牧市勇払沖）



考察

　季節別分布調査の結果からシシャモは季節により浅深
移動することが示唆された。勇払沖の水深別採集尾数と
底層水温の関係（図５）を見ると，底層水温は年間を通
じて０～２０℃の範囲であった。そのうち１曳き網あたり
平均採集尾数１９７尾以上を記録した水温は４～１３℃台に
見られ，当海域におけるシシャモの適水温と考えられる。
シシャモは水温の上昇に伴い５月には水温４～７℃台の
浅海域へ移動し，８月，９月にはさらなる水温の上昇に
よって浅海域の水温が２０℃近くなったことから，高水温
を回避するために深みへ移動したものと推測された。１１
月および３月には水温と採集尾数に明瞭な関係がみとめ
られていないが，水温が下降して８～１０℃台になる１１月
には浅海域に移動し，さらに水温が下降して０℃台にな
る３月には深みに移動した可能性が考えられる。

　分布調査の実施時期について検討すると，８月，９月
では浅海域での水温が高く水深４０mよりも深い水深帯の
分布を確認する必要がある。一方，５月は採集尾数が年
間で最も多く，適水温の分布範囲である浅海域に魚群が
集中して分布している。また，春季分布調査においても
苫小牧市から新ひだか町沖の浅海域にシシャモが広く分
布していることが確認され，水深５m，１０mは苫小牧沖
を除く６地点で最も採集尾数が多い水深であった。水深
２０mは苫小牧沖で最も採集尾数が多い水深であり，厚賀
沖でも高い分布が認められた。これらの結果から５～６
月に水深２０m以浅の浅海域で分布調査を行うことによっ
て，魚群の分布を効率的に把握することが可能であると
考えられた。
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図５ 季節別分布調査におけるシシャモ採集尾数と底
層水温との関係（苫小牧市勇払沖）


